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特集/神戸の名社、敏馬神社。

第3回文窓賞学生レポートコンテスト結果速報

同窓生の近況をお楽しみください。

10月31日 (土)は六甲台へ!文学部ホームカミングデイ2009
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「文窓会」の皆様ヘ

文学部長。人文学研究科長

文窓会名誉会長 佐 々本  衛

「文窓会」の皆様、お元気でご活躍のことと存じます。

今年度は第 1期 中期日標・中期計画の最終年度にあたり

ます。法人化後の6年間の教育・研究、そして部局運営の現況

を評価し、22年度から始まる次期中期目標・中期計画を策

定いたします.このような大切な時期に学部長を再選された

重みをしっかりと受け止めたいと存じます。

新しくなったA棟 (本館)を 昨年から使用しています。学生

の共同利用空間を思い切って拡大したお陰で、快適な勉学

空間と充実した教育研究の基礎条件を整備することができ

ました。今年度は、これに引き続いて、B棟 (新館)の教育機器

の整備・更新を進めていきます。

さて、文学部のアドミッションポリシー (「人文学の高い専

門性を追求すると同時に、総合性を高めることによって、人文

学の占典的な役割を継承しながら、現代社会に対応しうる人

材を養成する」)を実現するために、20年度から日本学術振

興会の支援を得て、2つのプロジェクトを推進しています。そ

の1つが、「若手研究者International Training Program」

です。このプログラムの目的は東アジアと欧米の諸大学と連

携して、大学院生を共同で教育・指導するシステムを構築す

ることです。選抜された数名の大学院生とポスドク(学位取

得者)は、東アジアの大学と欧米の大学にそれぞれ長期・短

期間滞在し、東アジアと欧米における双方の東アジア研究を

学ぶ機会を与えられます。

第2は、大学院教育改革支援プログラムによる「占典力と

対話力を核とする人文学教育」です。大学院生が自主的な研

究活動を積極的に進めるために、研究会、読書会などを組織

し、この成果をコロキウム、フォーラムなどを通して交流する

ことを目的にしています。21年度は、人文学研究科及び文学

部の教育としっかりと連結するよう着実に展開してゆきたい

と考えています。

これらのユニークな教育・研究活動は、海港都市研究セン

ター、地域連携センター、倫理創成プロジェクト、日本語日

本文化教育インスティテュートが中心になって推進していま

す。海港者F市研究センターでは11月 に、設立5周年を記念す

る国際シンポジウムを企画しています。また、地域連携セン

ターは、歴史文化に基礎をおいた地域社会を形成することを

目的に、兵庫県内の地方誌編纂の活動を結びつける中核と

して活動しています。さらに倫理創成プロジェクトは、環境
。医

療・工業を中核として現代倫理を追究し、『倫理創成研究』を

毎年刊行しています。このように、文学部のアドミッションポリ

シーを実現するために、センターやプロジエクトなどの活動

が地に着いたものとして着実に発展してきました。

卒業生の皆様、機会がありましたら、是非、学舎をお訪ね

下さり、後輩たちや若い研究者を励ましてやって下さい。また、

文学部・人文学研究科のこれからの新しい発展を見守って

下さるようお願いを中し上げます。

文学部と文窓会の

発展を願って

文窓会会長 16回生

池上 淑子

このたび (平成21年 4月 1日 )、 安部栄治前会長の後任とし

て文窓会会長に就任致しました。初めての女性会長であるこ

とに加え、何分にも浅学非才の身でございますので少なから

ず不安ではございますが、文学部は他学部に比較すると女子

学生の比率が高い学部ですので、女性だからこそ同窓会の

発展に寄与できることが有る筈と考えております。幸いにも、

新体制は2名 の副会長と監査に女性が就任し、従来の役員

会と全く趣を変えました。〔文窓会〕も、女性の感性とパワーが

加味された同窓会としての特色を出すべく、微力ながら役員

共々がんばって参りたいと存じます。

元来、同窓会活動は会員間の“親睦・交流"を深めることで

したが、さらに、“協力"まで発展させるためには、世代ゃ地域

を同じくする関係は勿論のこと、学生や先生をも含む世代を

超えた会員間の縦の関係を深める必要があり、まずはその

地固めに取り組む所存でございます。文窓会会員の皆様に

は一層のご指導、ご協力を賜りますよう、宜しくお願い申し上

げます。

さて、神戸大学文学部は、今の混沌とした社会状況に対応

するプログラムとして「古典力と対話力を核とする人文学教

育」を企画されており、社会に貢献する学部として評価される

ものと大いに期待しているところです。会員の皆様と共に文学

部の発展に寄与できますことを心から願っております。

一昨年文学部も修復改装工事が完了し、海と山に囲まれ

た大学にふさわしい、明るくモダンな学び舎が完成しました。

本年は10月 31日 (土 )に ホームカミングデーが開催されま

す。当日は、会員相互間に加え先生方や学生達とも交流と親

睦を深める機会でもありますので、ぜひ母校をのぞいて頂け

れば幸いと存じます。

最後になりましたが、文窓会会員の皆様のご活躍とご健勝

を心より祈念中し上げます。

五堕塾堕並整
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神戸大学文学部生 の夢、ビジョン、活躍を応援する

文窓賞
学生レポートコンテスト結果発表

第3回

今、神戸大学文学部で学ぶ学生たちのさまざまな生き様を応援するく文窓賞 >レポートコンテス

トも、今年で3回 目。9月 24日 に開催の佐々木 衛学部長と文窓会役員の選考委員による選考会で、

下記の作品が選ばれました。

最優秀賞 (表彰状と賞金10万円)

「空港の自動ドアを抜けて 一海外旅行体験を通じて思うこと一」
局内江梨子 (社会学専修4年生)

「何よりも好きな瞬間がある。外国へと降り立ち、空港の自動ドアを抜ける瞬間だ。」こんな1行から始まるこの作品
で、高内さんは、「これだけ情報が氾濫する現代でもどこか遠い存在」の外国で起きる様々なことを、海外旅行での実
感と対比することで、身近に感じ、自分にも起こることとして考えられるはずと主張。行動に裏打ちされた広い視野から
の問題提起が評価されました。

優秀 賞 (表彰状と賞金3万円)一――――――――――――――――――――一――――――――――――くぽ
.:

「シアトリkそしてこれからの私」 河本 久葉 (英米文学専修4年生)
「神戸大学海外インターンシップ派遣生」3人の 1人として、シアトルの兵庫県ワシントン州事務所で体験した「秋
祭り」イベントのブース企画運営。その中で学んだことの数々と、帰国して見出した「やりたいこと」が、素直できめ細
やかに綴られています。

「三千円もらって心が重くなった話」 田島 真 (社会学専修4年生)
アルバイトで小さな個人経営の学習塾の講師をしていた頃のこと.サ ボタージュのためについたささいなウソ
が、オバサン世代のM先生の心を開き、思いがけない三千円の小遣いをいただいたのだが。心にチクリと痛い体験
を「思い出せる限り書き出して、自分の中で整理をつけたかった」という作品です。

応募してくれた皆さん (図書券5,000円分 )
・梅田 紘輝 哲学専修  3年 生  ・河野  奏 社会学専修 3年生
・塚本 京平 社会学専修 4年生  ・三宅 陽平 哲学専修  3年 生  (※ あいうえお順 )

*優秀作の表彰は10月 31日の第4回文学部ホームカミングデイにて行います)
*入賞者3名の受賞レポートは冊子にして同日の文窓会総会時に配布いたしま

‐
九

新型インフルエンザによる体校など

イレギュラーな出来事による影響か、今

年は7作品の応募に止まりました。とは

いえ、昨年をしのぐ力作や、文学部らし

いエッセイ風など個性派の作品の応募

もあり、選考会では様々な視点からの活

発な意見交換がありました。

◎選考基準 :元気で個性的な学生生活の独創性や発展性

に対する評価と、その活動や体験が社会を

どれだけ納得させる力があるかによつて選考。

◎選考委員:佐々木 衛 学部長 日高 健一
池上 淑子 鞍丼 修一 花木 直彦
廣野 幸夫 西川 京子 武藤 美也子
田中 睦子 坂本 直樹

巨■
K2堕」≧里nittrsity文窓‐
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ヨ敏馬、読めますか?
兵庫の難読地名の一つ、敏馬は一般に「みるめ」と呼ば

れているが、正しくは「みぬめ」と読む。JR灘駅からまっすぐ

ウォーターフロント地区のHAT神戸に向かう途中、国道2

号線沿いに左折してすぐ。こんもりとした森の中にある敏馬

神社は、今年で 1808年もの間、岩屋・HAT神戸・味泥・人

石地区の氏神様として、このあたりの地を守ってきたc

なぜ正確に創建の時がわかるのかというと、摂津国風土

記に、201年神功皇后が朝鮮出兵の帰路、船が止まったこ

の地に美奴売 (みぬめ)山 の神様を祭ったという縁起が残

されているからだ。万葉集をはじめさまざまな歌集に、敏馬

敏馬神社と花木宮司

を詠んだ歌が収録され、江戸以降は俳人も句を詠んだ。

平安時代に編纂された延喜式にも「生田、長田、敏馬」と

記載された市内最古の神社の一つである敏馬神社の宮

司、花木直彦さんは昭和36年卒業の9回生、専攻は国史学

であった。

「この神社のある高台は、昔は海に突き出た岬で、東側が

入り江になっていて、敏馬の泊と呼ばれる神戸で最も古い

港だったんです」

花木さんが丹念に集めた古い資料を拝見しながら、まず

はこの地と神社の変遷を伺った。

摂津名所図会(江戸時代)よ り

Kobe university文窓

永t

景マ
増,こ1

島
`

t

iヽ |=

「摩耶詣で」と蕪村 .…………
江戸時代から明治頃まで、敏馬は「摩

耶詣で」の往来で大いににぎわつた。これ

は旧暦2月 の初午の日に、近郷近在の村

人が馬を連れて摩耶山天上寺に参詣し、

馬と一家の無病息災と繁栄を祈願したと

いう風習で、蟻のごとく人々が詣でたと記

されている。浜街道に沿ってやつて来たお

参りの人々は、敏馬からまっすぐに続く摩

耶山を目指した。俳人の与謝蕪村が一

門を引き連れしばしば訪れたことでも知

られ、名句『菜の花や 月は東に 日は西

に』は摩耶詣での帰り道に摩耶山の中腹

あたりで詠んだ句といわれる。
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ここでも文窓会会員が活躍
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のどかな風景が一変し始めたのが、明治から大正、昭

和にかけての近代化の時代だ。第一次世界大戦後、好景

気に沸く大阪と神戸の間を、大正 15年、東洋一の都市間

道路が整備され、路面電車が大阪・野田と敏馬神社のす

ぐそばの|1務浜‖]‐電停を結んだ。それまでは海に面した鳥

居からまっすぐに長い参道が続いていたが、国道が横断

するため烏居を国道の際まで移設した。松林には洒落た

別荘と並んで「敏馬ボートハウス」(神戸高商・関西学院な

ど)があり、旧居留地の外国人たちのKRAC(神戸レガッ

タ&アスレチッククラブ)、 神戸帆船クラブヽ 神戸ヨットク

ラブなどマリンスポーツの拠点として賑わったが、昭和の

初めに砂浜は埋め立てられ、製鉄所が並ぶ一大工業ゾー

ンヘと姿を変えていった。

口近代化が進み大工業地帯ヘ

12度の危機を乗り越えて

大正時代の敏馬浜。右端が敏馬神社

E大和時代から江戸へ港の変遷

大和時代から奈良時代中期までは、大和の都と中国大

陸や朝鮮半島との往来は、この敏馬が畿内への表玄関

であった。大陸や半島からの使者は敏馬で上陸し、大和

朝廷の歓迎式に臨んで、「生田社で醸した酒を敏馬でた

まわる」ことで都へはいるための続れを祓ったという。

やがて港は敏馬から大輪田 (兵庫)へ移り、平安時代以

降は自砂青松の敏馬の浦として、藤原定家や兼好法師、

さまざまな歌人により和歌に詠まれた。江戸時代中頃に

は、日本一の酒どころ「灘五郷」の一つ、西郷として栄え、

江戸へ酒を運ぶ樽回船の行き来も活気を添えた。人・物

・金でにぎわうところには、花街ができる。海に面した敏馬

神社の両側は、130人近い芸妓を擁した検番が置かれ、

昼間でも三味線の音色が流れる粋な街でもあった。

昭和 13年生まれの花木さんは、幼稚園児の頃に耳に

した三味線の音色を覚えているという。そして小学校に上

がる昭和20年の3月 と6月 に神戸大空襲を体験した。

長い歴史を刻んできた敏馬神社は、過去2回 、壊滅的

な被害に遭つたが、1回 目がこの空襲であった。特に6月

の空襲では阪神間が焼け野原になり、歴史ある鎮守の森

も焼失した。

そして平成 7年、2回 日の被害、阪神・淡路大震災に見

まわれた。花木さんの家族には幸い人的被害はなかった

ものの、本造の本殿が倒れ、拝殿が大きく傾き、社務所は

2階建てが 1階の高さにへしゃげて、石の鳥居は倒壊し

た。神戸の中でも最も被害の大きかった地区の一つでも

あった。神社内の倉庫に寝泊まりしながらも、昼間は町会

長として町内の救援や支援に飛び回つたという。やがて

氏神さまを再興しようという地元の思いも高まり、敏馬神

社の復旧工事が始まった。

「修復は本殿の屋根を持ち上 1人 下から倒れた材本を

組み直す大がかりなもので、たいへんでした」

L
Kobe U」versity文墨[_EEI
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留学生を支援 "…………… …̈………………………“……………….

花木さんは長年勤めた教員を辞めたとき、

たまたま神戸市が主宰する市民教室で神戸

大学のタイからの留学生にタイ語を教わっ

た。その学生と意気投合して以来、一緒に習

う友人たちとタイの学生との交流が続いてい

る。講師役の留学生が帰国するたびに新しい

留学生が講師となり、気がつけば20年余り。

「タイヘ行くとみんな、集まってくれるんですよ」

と花木さんの相好がくずれる。

|

(上)各国の留学生を支援

(右 )かつてタイからの留学生が神前で

ダンスを奉納 したことも

「L

L=
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敏馬神社は再び歴史を刻み始めた。神戸製鋼や川鉄

の工場は移転し、跡地はHAT神戸と呼ばれる、復興住宅
エリアや兵庫県立美術館、人と防災未来センターなどが

並ぶ明るいウォーターフロントに生まれ変わった。あれ

から、もう来年で 15年 になるのだ。

されいに整備された周囲の街並みを歩いてみると、も

しお話を問かなかったら、この地がそんな変遷を経て今

の姿になったとは想像すらできないと思う。昭和 12年 に

完成したJR灘駅のレトロな駅舎は、もう間もなく新しい駅

舎に変わる。卒業後、神戸を離れた会員の皆さんも、神

戸を訪れる機会があれば、ぜひ敏馬神社に立ち寄り、時

の流れを感じてみてはいかがだろう。 (文責・たなか )

文学部の1年生向けに毎年前期に開講している「人文

学導入演習」(今年度は古市先生 (日本占代史)と河島(日

本近現代史)が担当)で、毎年5月 下旬から6月上旬にか

けてのいずれかの休日に、学生を引率して神戸市内を

フィールドワークしています。

この演習は、文学部に入学した 1年生に人文学の基礎

を学ばせると共に、文学部での学召の訓練 (特 に演習で

発表したり討論したりする方法の訓練 )を積ませることを

目的に複数の専修の教員が開講しているもので、日本史

の教員が開講している「人文学導入演習」は、毎年 10～

20人程度の学生が受講しています。

1年生だけでなく、神戸大学で学び始めたばかりの研

究生や留学生も受講し、大学院生がチューターとして参加

しています。

敏馬神社

神戸市灘区岩屋中町4丁 目1-8

この授業では、前半に神戸大学文学部日本史の関係者

が執筆に加わった「歴史のなかの神戸と平家」という本 (神

戸新聞出版センター)をテキストにしており、この本に登場

するゆかりの地を、フィールドワークでは訪れていますc

敏馬神社は、この付近に古代の港があったとのことで、

その関係から毎年欠かさず最初の訪間地に選んでいま

す。当「 |は敏馬神社
について調べてきた学生が境内で説

明を行い、その後境内に掲げられている絵や写真 (花木さ

んが設置されたものだと思いますが)、 あるいは灯籠を見

て説明を加えたり、倒壊した鳥居を素材に阪神・淡路大震

災の話をしたりしています。占代からのゆかりのある敏馬

神社は、生きた歴史教材として、日本史を学びたいと思っ

ている学生たちを歴史の世界にいざなう貴重な役割を果

たしてくれています。

文学部 1年生の演習と敏馬神社 (日本史学奥村弘教授にご紹介いただきました。)

旧 文 学 部 御 影 学 舎 跡 地 が ラ ン ドマ ー ク に

戦後の新制第9回の神戸大学文学部生となった花木さんは、

「六甲台を知らない先輩世代」の1人だ。当時の文学部は教養

課程が旧御影師範の校舎と姫路に分かれ、専門課程は御影で

行われた。

歴史をさかのぼると、1921(大正10)年～1925年 (同 14

年)まで、この地で御影師範学校の英語教諭として教壇に立ち、

また恋愛結婚をして2児をもうけたのが、キリスト教徒でもあっ

た詩人八木重吉だ。御影を離れ2年後に29歳の若さで世を

去った八本にとつて、人生の最も豊かなときを詩に紡いだ至福

の地であったに違いない。

N .j

旧御影師範跡地にそびえる47階建てのタワーマンション

(阪神御影駅山側・国道 2号線との間 )

丘墜墜塾堕並墨



すぐそばに、こんな悲恋の伝説が

「昔この菟原の里に美しい娘が住んでいた。彼女

の噂は近郷近在に鳴り響いており、彼女を一 日でも

見たいと多くの男たちがやって来た。その中でも二人

の男が特に熱心で彼女に結婚を申し込んだ。そうす

ると彼女は『どちらかを選ぶことはできない。あの世で

待っています』と母親に言い置いて身を投げてしまう。

それを聞いた二人の男たちも直ぐさま彼女の後を

追って死んでしまう。残された親戚の者たちは憐れに

思い、この三人のことを思い出してもらう縁になるよう

にと、女の墓を真ん中に、その左右にそれぞれの男

の墓を造ってやった。」

というわけである。しかし『万葉集』にはもっと気に

なることが書いてある。「彼女のお墓の上の本が、東の

裏の方にばかり枝を靡かせている。この本は、彼女の

櫛を埋めたものであったところから、彼女はやはり東

の墓の男 (茅淳壮士)のことが好きだったのだ」という

のである。現代っ子なら「それなら好きな人とさっさと

結婚すればいいじゃない。死ぬなんて信じられない」

というだろう。その通りだが、この女性は特別の立場

にある女性だったと考えられている。その後この物語

は「菟原処女伝説」として平安時代の『大和物語』や

室町時代の謡山『求塚』そして森鴎外の『生田川』ヘ

と受け継がれ、その時代を映しながら変化していく。

日本人の心を捉え、いろいろなことを教えてくれる伝

なのだ。

処女塚:東灘区御影塚町2丁目

三つの古墳は、西から西求女塚 (菟原壮士 )、 真中

に処女塚 (菟原処女 )、 東が東求女塚 (茅淳壮士 )だ。

そのうちの二つの古墳は県の史跡指定を受けて保存

されている。主人公の菟原処女の「処女塚」は東灘区

御影塚町二丁目にある。我らの神戸大学・鶴甲学含

の西の道路・六甲山トンネルから下りてくる道路を

まっすぐ下り、43号線に出るすぐ手前の東側の道路

に面した所にある。

我々の母校はファッショナブルな神戸だけでなく、

この様なロマンあふれる歴史の町でもある。ぜひ一

度訪れてもらいたい。
(文責・武藤 )

●神大文学部

同文学部跡地

●東求女塚

う な い  お と め

神戸大学近くの歴史ロマン「菟原処女伝説ゴ
敏馬神社の東50mの ところに前方後方墳がある。

江戸時代に書かれた『摂津名所図会』にも「岩谷邑 敏馬社 求塚」と一画面に描かれている。

これは現代では西求女塚と呼ばれている。何を求めたというのか。その話は『万葉集』に残されている。

敏馬神社

阪神電車・・・・・・・・・ ●西求女塚

国道2号線

一´¬

●処女塚

六甲アイランド

ピひ
安
導●

・ ‐ __
|ヽ

.革キi

西求女塚 :灘区都通3丁目1 東求女塚 :東灘区住吉宮町1丁目(記念碑のみ)
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皆さんへの質問

【璽コ あなたの職場、職業、仕事の内容は?

社会人つて甘くないと痛感したことは?

撥鰺熙 大学や六甲、神戸でどんなことが懐かしい
?

【璽D最 近、あなたが一番刺激を受けたことは何?

【憂ヨ あなたの今後の抱負やビジ
ョンは?

奈良県立の定時制単位制高校で

大学進学を選べない生徒の現実に直面。

ショックでした。

門脇友樹 国文学専修(鈴木ゼミ)

回D
地元奈良県の公立高校教員採用試験に通りまして、現在

は、奈良県立大不□中央高等学校という定時制単位制高校

にて、国語の教員をしています。授業で国語を教えるのも

大事な仕事ですが、それ以上に、いわゆる生徒指導上の仕

事に「大変さ」と「責任」を感じています。

朝が早い。大学時代はおかげさまで、ぐうたらな4年間を

過こさせていただいたのに、現在は生徒たちに、やれ「時

間を守れ」だの「遅刻をするな」だのと言つているのが、不

思議な感覚です。

1111111111ヨ ||…
… … … ・・ ・ … … … … … … … … ・ … … … ・

・ ・ … …

今現在は、地元奈良の実家に住んでいますが、今でも体み

の日は神戸に遊びに行ったり、こ飯を食べに行つたりするの

で、懐かしく思い出すというよりは、身をもつて懐かしんでい

ます1食べ物で言えば、よく行つた三宮のラーメン「山笠ラー

メン」やカツ丼の「吉兵衛」は、今でも神戸に行くたびに寄つ

寡」。本当にお世話になりました。二年間と少しの間六甲道

近辺で下宿をしていましたが、あの吉野家が僕の食生活の

軸であり、学生時代の想い出の大半であります。そして言わ

ずもがなLANSの食堂は牛丼しか食べない僕の貴重な栄

養源となってくれていました。

回D
刺激を受けたことというよりは、シ∃ックを受けたことになる

のかもしれませんが、僕自身は神戸大学で、4年間、楽しい

学生生活 (モラトリアム)を謳歌し、今はその反動か、一生懸

命仕事を頑張ろうとしています。しかし、僕が今現在働いて

いる学校の生徒の大半は、大学 (短大、専門学校含め)進学

はせず、そのまま就職をします。その現実に、少しショックを

受けました。「自分が当たり前のように選んだ道に、この子た

ちは色々な事情があつて進めないのか―」ととても淋しい

気持ちになりました。勿論勉強をするのが学生の本分では

ありますが、大学では、色んな人との出会いがあり、色んな

世界が見えてきて、色々と自分の将来や、自分のことを考え

る時間があり、自分のやつてみたい事を試すチャンスがいつ

ぱいあると僕は考えています。その4年間を選ぶことを許さ

れない子がいるということを知ったことが、最近シ∃ックを

受けたことであります。

【曰
社会的に「偉く」なっても、どれだけ年齢を重ねても、一生

懸命ふざけ続けたいなと思います。それだけです。

ています。そし

て、毎日のように

足 を運 ん で い

た、というより、

本当に毎日行っ

ていた、桜口交

差 点 の「 吉 野

丘堕墜塾堕並墨
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憧れだつた海外貿易の仕事でパソコンの出荷を

サポート。

学生会館からの神戸の夜景、忘れない。

成田有衣 西洋史専修

回 |

銀行の融資課で事務中心の仕事を。

事務ミスをしないようプレッシャーを感じる毎日です。

東芝のPCカンパニー/欧州営業部に配属され、東京・浜松

町で働いています。営業といつても、∃―ロッパ向けに輸

出するパソコンの生産管理を行っています。∃一ロッパの

現地法人と中国の工場をつないで、出荷がうまくいくよう

にサポートするのが主な役割です。

会議で使用する資料や、メールを作成する際に、表現に気

を付けることです。英文メールを全文、添削されたことも

あります。例えば、「工場の人に出荷前倒しを促す」という

文を英訳するとします。「促す」は「pushing」では強すぎる

ので、「fo‖ owing up」 という柔らかい表現に変えなさい

と指導されました。

||||||||||ヨ |)…
… … … … … …

¨
… … … … … … … … ・ … … … ・ …

巨SSの部活動後に、学生会館から見る神戸の夜景が好き

でした。学館は、ESS最大のイベントである一週間英語づ

|||||||||||||||||||||||||||||卜

… … … … ・ … … … … … … … … … …

池田銀行です。現在は営業店の融資課にて事務中心の仕

事をしています。

銀行はお客様 (預金者)からお預かりしている大切なお金

を扱います。だから、もし事務ミスによリー円でも計算が合

わないと大変な「事故」になります。私はこのような感覚に

未だ順応できず、毎日プレッシャーを感じています。一度事

務ミスを犯したことがあるのですが、その時には今まで流

したことがないような種類の汗が滲み出てきました。

|||||||||ロ ト
… ・ … … … … … … … … … ・ … … ・ … … … … ・ … ・ …

。

通勤時に、阪急十三で京都線から宝塚線に乗り換えるとこ

ろを誤って神戸線のホームに降りてしまうことがたまにあ

ります。

けの夏キヤンプに向けて、話し合いやダンスの練習をした

思い出深い場所です。部活の運営に悩んだときも、キラキ

ラと眼下に広がる神戸の夜景をみて「がんばろう」と思え

ました。

|||||||||||||||||||||||||||||卜

… … … … … … …
 

・ …

私は北村薫さんが好きなのですが、先日直木賞を受賞さ

れた「鷺と雪」が素晴らしかつたです。昭和 11年の東京が

舞台なので、東京で読むことができて幸運でした。社会人

になつてから新聞や本をよく読むようになり、大学生のと

きにもっと読んでおけばと思いました。

【ヨ
憧れだつた海外貿易の仕事に就けて、とても嬉しく思つてい

ます。もつと見間を広げるために、いつか海外に長く滞在で

きたら、という夢をもつて働いています。また、結婚して家庭

をもち、いつも周りに感謝できる素直な人でありたいです。

哲学専修辻井浩気

回 D
思い出せません。

秘密です

【日

旧
口
旧

卒業旅行にて
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口文窓会 会員だより

きっと大学時代から変わっていない

松原 明 社会学専攻

神戸大学文学部では、哲学科で社会学を専攻していた。

25年くらい前のことだ。当時は、哲学ではポスト構造主

義がキ)荒行っていて、日本語とは思えない文章だったにも拘

わらず、フーコーやデリダなんかを懸命に読んでいた記憶

がある。社会学では、ウェーバーの「支配の社会学」やウォ

ーラーステインの「近代世界システム」を読んでいて、卒諭

は「近代国家の成立と構造」というタイトルだった。

要は、一元的な権力構造が大嫌いで、どうすれば多元

的な社会が可能か、ということが関心の的だった。会社の

肩書や政治的な地位で、人間関係が決まるのではなく、も

っと様々な役割を個人が持てて、上下だけでない人と人

とのつながりを自由に作るにはどうしたらいいのか、とい

う問題意識だったのだと思う。

同時期に、国際的な人権活動を行っているNGOの 活

動にボランティアとして参加するようになった。

大学を出て、広告制作会社に勤め、独立してフリーラン

スのコピーライターや経営コンサルタントをしながらも、

NGOのボランティア活動は続けていた。
NGO/NPOと いつた市民活動の世界は、しんどいとこ

ろもあるが楽しい。福祉や国際協力や環境といった社会

的課題ごとに人が集まり、そこでは、会社や政治ゃお金と

は関係ない新しい人間関係を生み出すことができる。そし

て、その人間関係が、社会問題解決の大きな力となってい

くからだ。

世界各国で、この新しい市民活動が急速に発展してい

る様を見聞きして、日本でも、市民活動を発展させていく

ことは急務だと思ったc

34回生

1994年 に企業の世界から足を洗い、仲間とともに、シ

ーズ・市民活動を支える制度をつくる会というNPOを 立

ち上げた。NPO法 (NPOが簡単に法人化できる法律)や

NPOへの寄付促進税制を作ろうという組織だ。

今度は、民法や税法という法律関係の本をたくさん読

まなければいけなくなった。ここでも、また日本語とは思え

ない文章と格闘だった。付き合う人々も、税理士や弁護

士、大学教授などが増えた。本当に、市民活動の世界は、

想像もしなかった人との社会関係を作り上げていくもの

だと実感したものだ。

NPO法は、1998年に無事立法することができた。寄付

促進税制も2001年 に創設した。現在は、NPO法人の会

計基準づくりという新しいチャレンジをしているところだ。

多元的な社会の実現を、という願いはたぶん大学の頃

と同じだ。最近会った大学時代の友人から「松原は全然

変わらないな」と言われた。きっとそうなのだろう。

特定非営利活動法人シーズ・

市民活動を支える制度をつくる会事務局長( )

絆を感じた国文16 生同窓会□

国文の16回生は、10年前より神戸岩岡で毎年開催さ

れる板橋文夫ジャズコンサートに誘い合って参加するな

かで旧交を温めてきました。このコンサートは15回生の

南 (馬場)輝子さんの主催で続けられた実にすばらしいイ

ヴェントでしたが昨年で終わりました。

今年の同窓会は、神戸女子短期大学の武藤 (玉田)美

也子さんに「沖縄―まつりの様相」と題して彼女の25年に

亙る研究を、貴重なビデオを見せてもらいながら聴くとい

う企画で、6月 26日 にもたれました。

武藤さんは沖縄の全ての祭祀を調べ、26祭祀・31事

例・8000余枚の写真をデータベース化されたのです。恩

師永積先生の沖縄とのかかわりが、彼女の研究でこうい

う形にまとめられたことに感銘をおぼえます。そして出席し

た11名 は、武藤さんの「沖縄は私にとっては)1,岸びに行くと

ころではありませんでした」という姿勢に同世代として深く

共感し、身を乗り出して聴き入りました。

武藤さんの研究に永積先生を偲び、卒業後41年経っ

た今も「沖縄」で結びつくことができるのは「全的生き方

(トータルな人間)」 を提唱されていた猪野先生の思想が、

さらに個と個の見えない関係をいつも結びつけて下さっ

n堕墜塾堕並墾
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口文窓会 会員だより

振り返れば六甲0土と戯れる現在
『定
ラテ餡写茅甥ニツクライフ』

高堂敏治 (菜園研究家)哲学専攻 1970年卒業

振り返れ |よ 六甲の緑の山なみに包まれた文学部の学

舎。60年代半ばから学生運動にあけくれ、そして、苦しい煩

間のすえの離脱。1年2ヶ月の留年後、私が哲学科をかろう

じて卒業したのは、まだ激しい大学の嵐が吹き荒れる

1970年の5月 のことであつた。

ところが、卒業はしたものの、まだ自身の生き方をつかむ

ことができず、酒に溺れるデカダンスの生活がつづく。積極

的な就職活動をしなかったのであるから、当然就恥 ままな

らない。ともかく、食にありつくための野良犬のような日々。

工事現場の日雇い労働、印刷会社の下請、ガードマン、

市役所の夜警アノ″ イヾト、コピーライターなど、職を転々と

していた。そして、年齢も既に28歳になった頃、文芸仲間の

すすめで地方公務員試験を受け、ようやく定職に就いた。

そんな私ではあるが、卒業から40年の歳月が )`流れてし

まった現在、者刺には「菜園エッセイスト」という文字を刷り

込んでいる。文学部の多くの同期生と同じく、卒業後はあま

りいい人生を送ってきたとは想わないが、名刺にそんな文

字を載せるような幸福な出逢いもあった。生き甲斐とも

なった菜園との出進いである。

なぜ、野菜作りを始めたのですかつ とよく聞かれる。
「少年期をすごした北陸富山の農村の記憶が残っている

のでしようか、心のどこかに上の匂いや、四季折々変化して

いく自然への愛着のようなものがあるのかなつ 菜園の

緑に包まれていると、生きている実感がして、とても心安らぐ

のです」とインタビューには答えている。

先日、朝 ロカルチャーセンターの公開講座を引き受け

た。講座名もテキストもこの春に円行したばかりの『定年菜

園のすすめ」(東京・十屋書店 )。 30歳代から伊丹市の体

ている島田先生ご夫妻の力があることを感じました。

この会には、縁結びをしてくださった南さん、「ゅうゅう

会」の先輩の尾末さん、2年前に逝去された井上 (本 田)

さんのご子息 (大学院で民族音楽研究中)とその友人のフ

ランスからの留学生 (沖縄の三線を研究)と、多彩な方々

が集ってくださり、お蔭で会は一段と輝きました。

この講演の後には、近くのレストラン(ルセット)に席を

移し、美味しい料理と話に時を忘れ、再会を約して家路に

つきました。

お互いに現在の方が学生時代より親しく深くお付き合

いができるようになりました。「同じ釜の飯」といいますが、

共通の考え方が根底にあり、疑念を抱かぬ信頼感と安心

感はかけがえのない宝です。あらためて、神戸大学国文

で素晴らしい諸先生方に頂いたご恩と、優秀な友人たち

に恵まれた幸運を再認識した素晴らしい同窓会でした。

耕地で始めた趣味の野菜作りが、のめりこんで道楽とな

り、30年後には、菜園研究家の看板をあげたような次第。

第 1同 目の講座はともかくシエア世代であふれ、教室は

定員オーバーの状態。定年退職後のシエアライフをどのよ

うにすごすか、そのことがとても大事な課題になっているこ

とが分かる。また、「安全と安心」の食や農について関心が

いかに高く、野菜作りをやつてみたい人が実に多いことも。

「無理、無駄のない有機栽培」という私の年来のテーマ

を基本に、十作りから収穫まで、料理例なども交えて、具体

的な野菜の栽培方法の話をしてみた。ところが、後半部の

質問コーナーでは熱心な質問で時間延長になり、受講者

の熱意には驚くばかりであった。

これには序文「詩を秘めた菜園」を寄せていただいた作

家の立松和平さんが説明してくれそうな気がする。

「古代インドの人生の考え方に、四住期がある。一人前

になるために学び修行する学生期、家族のために働き戦
かしⅢうき

争が起これば国のために兵士ともなる家住期、家族や社

会への義務を果たし本来の自分にたちj,1つて好きなこと
りんじゅうき

をやる林住期、そして、究極の死を見据えて最後の生を送

る遊行期である。この考え方からいえは 定年菜園は本来

の自分にたち帰るのであり、これまで妻や子や社会のため

に我慢してきた理想をいよいよ実現する林住期にあたる.」

やはり、この林住期には晴耕雨読の菜園ライフがふさわ

しい。緑に包まれた菜園に行け

`よ

日々ちいさな発見とちい

さな感動があり、また食べることが生きることであることを

直接体験できる。この菜園との出逢いが、卒業後の私の人

生を、少しだけ変えてくれたのが嬉しい。

拗
l筆者についてl

高堂さんは文芸評論集「村上一郎私

考」(自地社 )、「感受性の冒険者◎北

川透」(風琳堂)、詩集「鬼がいる」(あん

かるわ叢書)な ど著書多数。2004年

に毎日新聞社「毎日農業記録賞」を受

賞されています。
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記念式典会場の六甲台講堂は、卒業生、企業、団体からの

ご厚志により生まれ変わっての初披露。本学の前身校である

神戸高等商業学校卒業生であり、出光興産 (株 )の創業者で

ある出光佐三の名前を冠し「出光佐三記念六甲台講堂」とし

て神戸大学に新しい歴史を刻むことになりました。

今回は、在学生にも積極的に参加を促し、学生が主体と

なって学部で工夫をこらした企画を用意しております。

多数ご参加くださいますようお願いいたします。

■記念式典/10:30～ 12:00

■会場/出光佐三記念六甲台講堂(登録有形文化財)
※招待者のみ

※詳しくは下記のホームページを参照。
神戸大学 ホームカミングデイ

http://www.kobe― u.ac.jp/hcd/index.htm

KOBE <併設企画 >13120～ 16:30
(文学部 B棟 152教室前)
・地域連携センター
・海港都市研究センター
・倫理創成プロジェクト
・日本語日本文化教育インスティテュート
・大学院教育改革支援プログラムの関係展示

UNⅣERSITY

■お問い合わせ先 人文学研究科総務係

〒657-8501神戸市灘区六甲台町1-l Tel:078-803-5591

※詳しくは下記のホームページを参照。

文窓会 (文学部同窓会 )
http://home.kobe‐ u.corn/lit―alumni/

また、第2回文窓賞 (学生レ

ポートコンテスト)入賞者授賞

式では、表彰状を受け取った在

学生のフレッシュな喜びのコメ

ントに、先輩方からの熱い拍手

が贈られ、会場はぐんとハート

ウォーミングな雰囲気に。

お楽しみの懇親会では、在校生を交えて教職員の皆さんと

世代を超えたおしゃべりが弾む、充実したホームカミングデ

イとなりました。

今年も新卒の皆さんから先輩諸氏まで、ぜひ、懐かしいキャン

パスを訪ねてみてください!心よりお待ちしております。

⌒
ゝ/ヽ
ダヽノ
ヽこ

“

/
13:30～ 14:00

14100～ 14110

14:20～ 15:20

15:30～ 16120

16:30～ 18:00

受付 会場 文学部 B棟 152教室

文学部長挨拶

三木正之名誉教授による講演会
「漱石の『こころ」を読む」

第3回文窓賞 (学生レポー |ヽコンテスト)

入賞者授賞式

懇親会 文学部 A棟学生ホール

(参加費:2,000円 )

※第3回文窓賞 (学生レポートコンテスト)人賞者の作品は、近ロリニューアルのホームページ「文窓」でお読みいただけます。

(昨年の文学部ホームカミングデイの様子です。)

2008年 9月 27日 (土 )に 開催
の第3回文学部ホームカミング

デイでは、特別企画として、耐震

工事と環境整備を兼ねた改修

後の学舎巡見があり、在学生の

案内で、教室や図書館など新し

い施設を見学しました。

講演会では、大津留厚教授と長

野順子教授により「青野原作虜収

容所 :ウィーンでの展示と演奏会」

の模様が、画像と音響を使って紹

介されました。神戸大学交響楽団

による現地演奏会のCDによる再
現では、会場となった現地の歴史

的建造物の重厚なたたずまいの

画像と相まって、時空を超えたひと

ときを満喫できました。

文 窓 会 主 催・卒 業 記 念 ウ ェル カ ム パ ー テ ィ

●3月 25日  卒業式・修了式が終わった午後、LANS
BOX2階で文窓会主催の平成20年度卒業祝賀会が開か
れました。

途中降った雨も上がり、大阪湾を見晴らす東の空に虹

がかかっていました !天からの素晴らしい贈り物ですね。

翻陸饉L燿

第4回 神戸大学&文学部ホームカミングデイ2009
-―…・Kobe Univers:ty Horneconl:ng Day 2009-――

振:り 返れば大▼の山並み～あの項の友に会いたい

口墜l墜堕亜上望

神戸大学ホームカミングデイ2009

文学部ホームカミングデイ2009｀

ギlT,71_■ ■
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神戸大学応援団総部創立50周年記念

21世紀にふさわしい神戸大学の
ニュー・カレッジソング歌詞募集

昭和35年 (1960年 )神戸大学にも応援団が嘔々の声をあ

げました。10人にも満たない小さな団体でしたが、意気高ら

かに神戸大学の一体化を目標にかか (大 顧間に当時前学長

の古林喜楽先生をいただいたスタートでした。

諸先輩はその趣旨に賛同してくださり多額の寄付をいた

だき、お陰様で発足当初からブラスバンドも持つことができ

ました。

それから50年、神戸大学応援団総部は体育会、文化総部

のみならず大学のあらゆる行事活動に積、|`史 的に参画し、人

学の発展にいささかなりとも寄与して参りましたc

来年平成22年 5月 3日 の記念式典を中心に各種の記念

行事を企画しており、その一つに日ごろ明るく快活に口ずさ

めるニューカレッジソングの歌詞募集があります。

昭和36年 に誕生した占林喜楽几学長の作詞になる応援

歌「宇宙を股に」を始めとして、学生歌「この丘陵に」応援歌
「燃ゆる想い」「栄光は常にわれらに」などが節日節同に募集

され、平成4年鈴木正裕元学長の英断により現学歌が制定さ

れ現在に至っております。

今回は愛唱歌、応援歌など形式は間いません。

8月 に選出の審査委員会で審査し、作曲・編山の上22年

4月 に発表いたします。

別記募集要項により国籍を問わず大学関係者挙げて多数

ご応募くださいますようお願いします。

神戸大学応援団総部 創立五十周年記念事業実行委員会

・ 翔 鷹 会  会  長  藤原 規洋(53法 )
・ 吹奏楽部 OB会 会長  蔭山 慎吾(52教 )
・ 実行委員会 委員長  藤井 良隆(38経 )
同  事務局長  荒本 茂幸(41法 )

応募資格 神戸大学学生 同卒業生
神戸大学教職員 同OB
気軽に口ずさめる愛唱歌。応援歌

言語は日本語 (―部に英語を含むことも可)

長さは3番まで

平成21年 11月 20日

30万円

各5万円

(原稿送付 問合せ)神戸市灘区六甲台町2-1
神戸大学三木記念館 (社 )凌霜会気付
応援団50周年実行委員会 担当藤井
Tel:Fax 078-882-5335
e‐ rnail ouenka@kobe― u corn

内 容 な ど

締 め切 り

採 用 歌

佳 作 2点
応 募 先

ごあいさつ

この度ご縁があり、文窓会のホームページを担当させてい

ただくことになりました。文窓会のホームページは、国文学8
回生の萩紀男氏が、その立ち上げ及び運営にご尽力され、

今の形に至っています。萩氏および先輩諸氏のご苦労に恥じ

ないよう努力していく所存です。

坂本直樹 社会学専攻  32回 生
メラマン、広告制作のマネージャー、プロ家庭教師、玩具の

個人輸入・…節操のない生き方で我ながらあきれます。しか

し、そんな私の人生でも一つ言えるのが、年 I々Tに依存する

度合いが増え、パソコンの前に張り付く時間が増えている、と

いうことです。そう感じるのは私だけではないはずです。

思えば学生時代、ゼミで機械化や標準化の話になると、映

画「モダンタイムス」が話題となったものです。ITやパソコン

が幸せに満ちた夢の社会をもたらす、とはかぎりません。情報

技術の進展も、情報や情報手段の独占や所有、リテラシー等

の問題をはらみます。一同窓会のホームページの運営でそ

んなことに悩む必要はない、とも思いますが、表而的な利便

性に目を奪われず物事の本質を見極め、その Lで時代の要

請に沿うことこそが文学部の卒業生に求められている、と言

えば力みすぎでしょうか。

言うまでもなく、文窓会は歴史のある同窓会です。会員には

様々な方がおられますc年齢、職業、立場、志向などの多様性

を持つ集団で、どんなホームページが期待されるのか。会員

の皆様から、内容と技術、両面でのこ助言もいただき、IT技

術の変遷との兼ね合いを図りつつ試行錯誤する。その結果、

電子媒体の特色をいかしたホームベージに育てばいい、と

思います。宜しくお願いします。

さてご存知のように、昨今のITをめぐる変化は激しいもの

があります。

私自身、ワープロに初めて触れたのが学部生のときでし

た。文学部の社会調査室で、一台数十万円のワープロ専用

機を学生数人で取り囲み、モニター上で変換される文字に

目を見張りましたc1980年前後のことでした。

80年代半ばに、私は社会調査室の教室助手を務めまし

た。その頃、調査室にもパソコンやソフトが次々に導入され、

それを機に、専攻生名簿の電子化を行いました。データ打ち

込みの作業にあたった学部生のみならず、技術面で協力を

得た卒業生もボランティアでした。授業や仕事の合い間に、

皆さんに積極的に参加していただいたのを思い出します。当

時は、パソコンはもちろん、キーボードさえ触れるのが初体験

の学生も多かったのです。

その後、私は関心の赴くまま様々な仕事に従事しました。カ

》,酬蜜会 http://home.kobe口 u.com/1it‐alumni/《

文窓会ホームページが今秋リニューアル

Kobe Universit
h
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第6回文窓会東京支部総会

は
y骰
鯰蒻 2009年 2月 26日 14時から17時まで

R撓&鰺鮨 (敬称略
・順不同)

松浦暢 (30年 )、 小野幸次 (32年 )、 竹歳―夫 (32年 )、

広瀬祝子 (32年 )、 高見秀史 (33年 )、 稲見宗孝 (33年 )、

安福信二 (33年 )、 笹丼明彦 (34年 )、 河野房子 (35年 )、

橋本静子 (36年 )、 自藤濃幸 (36年 )、 五味尚子 (37年 )、

松澤昭史 (40年 )、 稲葉昭典 (42年 )、 羽田暁代 (42年 )、

渡辺耕士 (46年 )、 池上淑子 (本部会長、43年 )、中野裕 (36年 )

以上 18名

※木曜会の講師の澤田隆治様(30年卒)が途中から参加された。

全体討論形式を取つた。

1)今後の文窓会東京支部の進め方 :従来通り、木曜会の文学部

の担当時に文窓会を開催することとした。

2)新役員の選出 :東京支部長 1中野裕 (36年卒)、東京副支部

長 :五味尚子 (37年卒)、 東京副支部長 :松澤昭史(40年卒)

を選出した。 任期 12年。
(長い間、支部長を務められた小野幸次様/32年卒、副支部長

の河野房子様/35年には御礼申し上げます)

次回第7回の支部総会は文学部担当の木曜会の開催日の

2010年 6月 24日 (本)に開催予定。

東京支部の皆様の多数の参加をお願い致します。

木曜会(文字部担当)

歴ヨ園轟D2009年 2月 26日 (木)]8時から20時まで

国墓謀瓢D全学部で50名。うち文学部は 16名。

陽調凛覇轟罰置瓢D澤田隆治様 (昭 和30年 卒、現在の役
職 :船東阪企画会長、いテレビランド代表取締役会長、い汐留ス

タジオ代表取締役社長、日本映像事業協同組合理事長、笑いと

健康学会会長)

テーマ「笑いと健康」

澤田隆治様は、ラジオのプロデューサー、テレビのディレクター

として、「視聴率100%男」「お笑い界のドン」などと呼ばれたお

笑い業界の王様で、その活躍ぶりはつとに有名であります。

澤田様のあまたの経験を踏まえた講演は、非常に格調高く、日

つ有意義なものでありました。

①今回の総会 木曜会の案内を下記のように出したが、「返事な

し」が多い。今後返事なし撲減を目指したい。こ協力下さい。

A)イーメール:]29名に発信(返事なし:80名 )

B)八ガキ1398名 に郵送(返事なし1231名、住所不明者:34名 )

②今回本部から2008年度支援金5万円いただきこれにて通信

費をまかなった。バックアップに感謝しています。

今後の木曜会の日程

10月 22日 (木)医学部担当/11月 26日 (木 )経済学部担当

2010年 2月 25日 (木 )海事科学部担当
3月 25日 (木 )理学部担当/4月 (未定)教育学部担当

6月 24日 (木 )文学部担当

次回2010年6月 24日の木曜会の講師を募集中です。自薦他
薦での推薦をお願い致します。下記に連絡をお願い致します。

0今後ともメル友には、東京凌霜会の催物(木曜会、特別火曜会、若手

の会、ミドル会、音楽会、映画鑑賞会、]ルフ会、新年互例会、忘年会な

ど)の案内をお送りする予定です。

FAXでの連絡は、凌霜クラブから直接こ自宅に流す方法を取っています。

新たにメールアドレスを取得された方は、下記に連絡をお願い致し

ます。

(東京支部長 9回生 中野裕)

〒223‐0064 横浜市港北区下田町1-卜 1-113
電話(ファックス共用)045-56]-6317
メールアドレス:y.nakano.1938-panda@d9.dion.ne.ip

昭和36年卒(9回生)中野 裕 (文窓会東京支部長)

||||liコロ::|||:iil:ill目 IIIIII[:i::lllliillll揚 i「
第5回総会・懇親会
文窓会中部支部の第 5回総会・懇親会が6月 6日 、名古

屋・池下のホテル「ルブラ王山」で開かれた。神戸から参力日

の池上淑子会長、廣野幸夫幹事長を加え20人の会員が集

まった。

あいさつに立った勝原博支部長は、昨年のホームカミン

グデイの様子を報告したあと、「欠席はがきの中にも、今回

参力日を予定していた方が何人かいた。文窓会の輪をさらに

広げたい」と今後の発展に期待を示した。文窓会本部の池

上会長は、会長就任のあいさつを兼ね文窓会への協力を要

請した。引き続いて第4期の活動報告、役員改選、会計報告

が行われ、全員で了承した。

記念講演は磯部修三さん (昭和41年社会学卒)が「奇跡

は2度起こつた」のタイトルで、静岡県で高校教師に赴任後、

高校野球の指導に携わり、監督として浜松商業でセンバツ

優勝。常葉菊川では総監督としてセンバツで優勝した体験

を基に、指導者の苦悩と喜びを語った。フィリピンに遠征し

たとき、現地の少年たちが笑顔で野球を楽しむ姿を見て、自

らの野球観を発展させたことや、金属バットの導入が高校

野球に革命的変化をもたらしたことなどを、ボードに書き示

しながら熱く語つた。

懇親会は廣野幹事長の乾杯発声で始まり、今年初めて参

加した西山春香さん曖 知県安城市、平成 12年西洋哲学院

卒 )、 杉山明宏さん (岐阜県大垣市、平成8年中国文学卒 )、

張勤さん (名古屋市、平成8年文化構造博卒)を囲み、思い

思いの会話が弾んだ。来年6月開催される第6回総会での

再会を誓つて散会した。

この後、名古屋のデパート松坂屋の初代当主だった伊藤

次郎左衛門の別邸だった揚輝荘を数人で訪れ、昭和初期の

豪商の生活ぶりを見学した。

第6期役員 支部長 勝原  博 (昭和43年、社会学 )
幹 事 瀬戸 一夫 (昭和42年、芸術学)
同  大西津南生 (昭和42年、国史学 )
同  山田 伸司 (昭和38年、英米文学 )
(中部支部長 16回生 勝原博)

□IKobettiVerSi里_茎窓

東京支部便り
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文学会 (文学部同窓会)一―会計報告 一

平成20年度収支計算書 (平成20年 7月 1日～21年 6月 30日 )

7,573,216  (当 期収入 4.325,964)

4,428,576  (当 期支出 4,428,576)

差 引  3,144,640  (当 期差引△ 102,612)

平成20年度財産目録 (平成21年 6月 30日現在)

額

額

総

総

入

出

収

支

21年 度 予 算 書
(21・ 7・ 1～ 22・ 6・ 30)

収 入  7,896,640
支 出  7,896,640

事業年度に係る決算報告書を監査した結果、

適正であることを認めます ,

平成21年 8月 31日

会計監査  革安 丼 修 印

E「会計監査 西 り|1 京 子

収 入 の 部 予算額 決算額 差    異 21年度予算額
会 費 納 入 金 4,000.000 3、 600,000 △  400.000 3,900、 000

協   力   金 1,0001000 665、 000 /    335,000 800.000

利   息   金 1,000 24,964 23,964 2.000

総 会 等 会 費 80,000 36.000 △  44,000 50、 000

前 年 度 繰 越 金 3,247,252 3、 247,252 3,144,640

積 立 金 取 崩 金

収 入 合 計 額 8.328,252 71573,216 △   755,036 7,896,640

支 出 の 部 予算額 決算額 差    異 21年度予算額
会   議   費 150,000 158,906 8,906 150.000

事 務 印 刷 費 50.000 55.939 5,939 60.000

通 信 交 通 費 150,000 140,360 △   9,640 150,000

交 際 接 待 費 250.000 201,550 △  48、 450 250、 000

協 力 金 費 1,200.000 1,113.900 △  86,100 1,100.000

(学 友 会 費 ) 1200.0001 1116,000) (△  84,000) (200,000)

(活 動 援 助 費 ) 1200.000) 1197,900) (△  2,100) (400、 000)

(学 術 助 成 費 ) 1800,000) 1800、 0001 0) 1500,0001

会  報   費 1、 700.000 1,541,249 △  158,751 1,700,000

歓 送 迎 会 費 550、 000 468、 170 △  81,830 500,000

(卒 業 生 対 象 ) (550,000) 1468、 1701 |△  81、 830) 1500,000)

(人 会 生 対 象 ) 0) 0) 0) 0)

総 会 幹 事 会 費 400,000 310.794 △   89.206 350.000

事 業 活 動 費 500,000 381,183 △  118,817 450.000

慶   弔   費 100,000 △  100,000 100,000

雑 費 50.000 56,525 6、 525 60、 000

積   立   金 1,000,000 △ 1.000,000 800,000

施 設 改 修 寄 付

予   備   費 2、 228.252 △ 2、 228.252 2,226.640

支 出 合 計 額 8.328、 252 4.428,576 △ 3,899.676 7.896,640

牟1    目 金   額
I資産の部
(1)通常会計流動資産
現  金
普通預金

普通預金

普通貯金

郵便振替

9,337

20,642

106、 132

1,500.829

1,507,700

1中央三井信託銀行)

{みなと銀行)

(脇浜郵使局)

3,144,640

(2)特別積立金
定期預金
′′

′′

定額郵便貯金

8,000.000

1,000,000

1,500.000

8,210.000

|みなと銀行)

|みなと銀行)

(みなと銀行)

1郵便局)

18710.000

II負 債の部

(1)流動・固定負債
Ⅲ正味財産合計 21.854,640

Kobe Universitv IH E



あなたも、ときどきは

心の、木陰のベンチに腰掛けて

あの頃に戻ってみませんか。

気ままに本を開いたり

まぶしい空・街・海を眺めたり

友と語り合つたり

神戸大学学友会のご案内

神戸大学学友会は各学部同窓会の相互交流と大学の発展に寄与するため、同窓会の連合体として組織され、各学部同

窓会から選出された人たちによる幹事会で運営されています。

具体的な活動としては、幹事会や大学役員との懇談会のほか、大学広報誌(KOBE university STYLE)編集委員会、神

戸大学クラブ(K∪ C)運営委員会、データベース委員会などです。現在、学友会を構成している同窓会は下記のとおりです。

学友会会長は高崎正弘凌霜会会長、相談役は前会長の新野幸次郎氏、事務局は神戸大学企画部社会連携課となって

います。

神戸大学学友会を構成している同窓会

●文窓会 (文学部 )

●紫陽会 (教育学部・発達科学部 )

●社団法人凌霜会 (経済学部。経営学部。法学部。国際協力研究科 )

●くさの会 (理学部 )

●社団法人神緑会 (医学部医学科 )

●就進会 (医学部保健学科 )

●社団法人神戸大学工学振興会KTC(工学部 )

●六篠会 (農学部 )

●翔鶴会 (国際文化学部 )

●海神会 (海事科学部 )

「神戸大学クラブ」(K・ UOC)に入会しませんか

神戸大学卒業生が学部の壁を越えて、交流をはかり親睦を深める集いがK・∪・Cです。神戸、大阪、東京でそれぞれ別々に

いろいろな活動を展開しています。神戸K。∪。Cは元町の牡丹園に事務所を開き、講演会、読書会、ゴルフ、旅行など、楽しい

催しを実施しています。

TEL 078‐ 334口 1323までご連絡ください。詳しいパンフレットをお送り致します。
(K・ UoC運営委員 日高 健―)

ご入会ご希望の方は

編 集 後 記

忘れた頃にやってくる?年 1回発行の「文窓」誌は、9回

生の鞍井修一前編集長と補佐の20回生の中西みな

子さんの尽力で創刊されました。今号から、18回生(入

学時)の私と16回生の武藤さんが引き継ぎました。年 1

回ながら、神大における文学部同様に「小粒でもちょっ

びり刺激的」な情報発信を、web新担当の32回生の

坂本さんとも連携して進めてまいります。めざすは、

KOBE>六 甲>文窓のブランディング!さて、野望や、
タロイ可

`こ

?

(たなかむつこ)

今年度から文窓会の会長が替わり、この文窓 (ふみの

まど)の編集委員も新しくなりました。むつこ編集長にみ

やこ編集助手です。相談して、新しい息吹を吹き込み、

若い方々にも読んでもらえる会誌にとアイデアを出し

合いました。そしてできたのがこの第 7号です。会誌を

身近に感じ、文学部時代を懐かしんでいただけるでしょ

うか。一人でも多くの同窓生に読んでもらえる会誌がで

きればと願っています。自分たちの会誌にするために、

応援と情報提供をお待ちしています。

(むとうみやこ)

表紙の題字は、文学部国文学教授福長進先生にご依頼しました。

http:〃hOme.kObe― U.COm/‖ t―alumni/(検索→文窓会)
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